
昭島市

山梨県

【
活
動
の
概
要
】　
東
日
本
大
震
災
前
年
の
平
成
22

年
か
ら
、地
域
の
防
災
力
向
上
、生
活
環
境
の
改
善
、

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
と
し
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

昭
島
市
の
青
梅
線
北
側
に
位
置
す
る
、
11
階

～
15
階
建
て
の
マ
ン
シ
ョ
ン
群
の
地
域
で
、
約

３
３
５
０
世
帯
、
７
０
０
０
人
が
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
５
つ
の
自
治
会
、
店
舗
会
と
連
携
し
、
地
域

の
様
々
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
で
第
45
回
を
迎
え
た「
ハ
イ
ツ
ま
つ
り
」は
、

今
で
は
８
０
０
０
人
以
上
が
集
う
地
域
の
伝
統
行

事
と
な
り
ま
し
た
。
約
80
人
の
役
員
が
３
か
月
の

準
備
期
間
を
経
て
、
ま
つ
り
運
営
に
携
わ
る
こ
と

で
、
地
域
全
体
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
向
上
に
つ
な

が
り
、＂人
づ
く
り
＂の
確
か
な
流
れ
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、
立
川
断
層
を
テ
ー

マ
と
し
た
講
演
会
を
３
か
月
後
に
開
催
し
て
防
災

意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
安
否

確
認
シ
ー
ト
を
６
か
月
後
に
作
成
し
て
全
戸
へ
届

け
ま
し
た
。
こ
う
し
た「
互
近
助
の
心
」に
よ
る
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
す
。

「
防
災
の
担
い
手
」＝
中
学
生
と
共
に
、
安
否
確

認
を
中
心
と
し
た
防
災
訓
練
を
14
年
間
継
続

　

住
民
の
半
数
以
上
が
65
歳
を
超
え
る
超
高
齢
社

会
を
迎
え
る
中
、
地
域
の
未
来
を
見
据
え
、
平
成

25
年
か
ら
隣
接
す
る
中
学
校
と
協
働
し
、
毎
年
９

月
に
防
災
訓
練
を
合
同
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
校
庭
に
集
ま
っ
た
全
生
徒
が
訓
練
内

容
を
確
認
し
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
が
所
属
す
る
自
治

会
に
移
動
し
ま
す
。
そ
の
後
、
建
物
ご
と
に
住
民

と
一
緒
に
全
戸
の
安
否
確
認
な
ど
、
様
々
な
防
災

訓
練
に
参
加
し
ま
す
。

毎年9月に中学生と地域が合同で防災訓練を実施している
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コ
ロ
ナ
禍
の
際
に
は
、「
３
密
」を
避
け
る
た

め
、
専
門
家
を
招
い
た
防
災
講
演
会
の
内
容
を

YouTube

で
配
信
し
ま
し
た
。
中
学
校
や
各
家
庭

で
視
聴
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
講
演
内
容
を
テ

キ
ス
ト
化
し
て
配
付
も
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
学
生
を
対
象
に「
防
災
教
室
」を
開
催

し
、
地
域
と
の
合
同
訓
練
の
意
義
を
伝
え
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、「
炊
き
出
し
訓
練
」の
一
環
と
し
て
、

地
域
の
夏
祭
り
に
中
学
生
を
中
心
と
し
た
模
擬
店

を
出
店
。
教
員
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
カ
レ
ー
う

ど
ん
の
調
理
か
ら
販
売
ま
で
を
生
徒
自
身
が
担
当

し
て
い
ま
す
。

被
災
地
を
訪
問
し
、
震
災
・
減
災
の
取
り
組
み

を
学
び
、
地
域
に
活
か
す

　
「
自
然
災
害
の
＂教
訓
＂と
＂真
実
＂は
現
場
に
あ

る
」と
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
、
平

成
29
年
か
ら
神

戸
・
加
古
川
、
福

島
、
宮
城
、
岩
手
、

能
登
な
ど
の
被
災

地
を
訪
問
し
て
き

ま
し
た
。

　
平
成
31
年
に
は

地
域
の
有
志
が
バ

ス
で
福
島
を
訪

れ
、
飯
舘
村
、
相
馬
市
、
福
島
第
一
原
発
周
辺
の

関
連
施
設
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

被
災
地
の
方
々
か
ら
直
接
話
を
伺
い
、
震
災
後

の
復
興
や
防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
を
学
ぶ
こ
と

で
、
得
ら
れ
た
知
見
を
地
域
の
防
災
活
動
に
活
か

し
て
い
ま
す
。

平
時
は
見
守
り
、
災
害
時
は
安
否
確
認
を
行
う

「
防
災
隣
組
活
動
」の
継
続

　

東
京
都
の「
防
災
隣
組
」制
度
を
受
け
、
地
域
で

も
平
成
22
年
か
ら
準
備
を
進
め
、
平
成
24
年
か
ら

活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
平
成
26
年
４
月
に
は
東

京
都
防
災
隣
組
の
認
定
を
受
け
、
現
在
も
毎
年
の

防
災
訓
練
で
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
２
回
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で「
防
災
隣
組
活
動
」

を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
平
時
に
は
住
民
同
士
の
見
守
り
や
交
流
を
行
い
、

災
害
時
に
は
安
否
確
認
を
行
う
な
ど
、
超
高
齢
社

会
に
お
け
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
な
が
り
を

支
え
る
活
動
の
一
つ
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
全
員
に
個
別
の
ネ
ッ
ク
式
ネ
ー
ム

プ
レ
ー
ト
を
配
付
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、「
あ

い
さ
つ
運
動
」も
活
発
に
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
８
月
に
は
、
防
災
隣
組
結
成
10
周
年

を
記
念
す
る
防
災
講
演
会
を
市
民
会
館
で
開
催
。

隣
組
役
員
の
防
災
意
識
を
さ
ら
に
高
め
る
と
と
も

に
、
活
動
を
継
続
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
新

た
な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

自
然
災
害
時
は「
在
宅
避
難
」を
原
則

―
―
マ
ン
シ
ョ
ン
防
災
の
取
り
組
み

　
各
自
治
会
が
毎
年
実
施
す
る
防
災
訓
練
で
は
、

①
平
時
の
備
え
と
し
て
、
防
災
隣
組
活
動
、
防
災

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
広
報
に
よ
る
防
災
意
識
の
向
上
・

啓
発

②
震
度
5
強
以
上
の
災
害
発
生
時
の
備
え
と
し
て
、

「
発
災
時
、
死
者
ゼ
ロ
」を
目
指
し
た
全
戸
の
安
否

確
認
、
自
宅
か
ら
の
２
方
向
避
難

③
在
宅
避
難
の
備
え
と
し
て
、
在
宅
避
難
カ
ー
ド

等
の
運
用
訓
練
、
行
政
と
の
連
携
、
ト
イ
レ
対
策
、

な
ど
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
所
へ
の
避
難
が
必
要
と
な
っ
た
場

合
に
備
え
、
隣
接
す
る
小
・
中
学
校
ご
と
の
避
難

所
運
営
委
員
会（
行
政
・
学
校
・
地
域
）に
も
参
加
し
、

事
前
準
備
や
避
難
所
の
設
置
手
順
な
ど
に
つ
い
て
、

毎
年
確
認
を
続
け
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め

―
３
・
11「
ま
ち
歩
き
」を
毎
年
実
施

　

平
成
26
年
か
ら
毎
年
、
東
日
本
大
震
災
を
風
化

さ
せ
ず
、
震
災
か
ら
得
た
教
訓
や
自
助
の
備
え
の

大
切
さ
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め
、「
東
日
本
大
震

災
３
・
11
を
忘
れ
な
い『
ま
ち
歩
き
』」を
実
施
し
て

平成24年から防災隣組活動を続けている
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い
ま
す
。

　

周
辺
地
域
を
歩
き
な
が
ら
、
防
災
上
の
課
題
や

日
頃
の
備
え
を
確
認
し
た
後
、
防
災
講
演
や
意
見

交
換
を
行
い
、
最
後
に
発
災
時
刻
に
合
わ
せ
て
黙

と
う
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
神
戸
、
和
歌
山
、
能
登
、
宮
城
の
被

災
地
の
皆
様
とZoom

で
つ
な
ぎ
、
震
災
当
時
の

状
況
や
、
命
を
守
る
た
め
の
日
頃
の
備
え
に
つ
い

て
貴
重
な
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

住
民
の
手
づ
く
り
に
よ
る「
ハ
イ
ツ
ま
つ
り
」を

毎
年
実
施

　

昭
和
57
年
か
ら
始
ま
っ
た「
ハ
イ
ツ
ま
つ
り
」

は
、
今
年
で
第
45
回
を
迎
え
る
地
域
最
大
の
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
４
月
後
半
に
祭
典
委
員
会
を
発
足
さ

せ
、
住
民
が
中
心

と
な
っ
て
準
備
・

運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

約
20
の
模
擬
店

は
す
べ
て
住
民
に

よ
る
出
店
で
、
２

日
間
の
参
加
者
は

８
０
０
０
人
を
超

え
ま
す
。
開
会
式

後
の
ビ
ン
ゴ
大
会

に
は
約
２
５
０
０

人
が
参
加
し
ま
す
。

　

近
隣
の
保
育
園
、
小
学
校
、
中
学
校
の
皆
様
に

よ
る
演
奏
や
踊
り
、
参
加
者
全
員
を
対
象
と
し
た

盆
踊
り
な
ど
、
多
世
代
が
交
流
で
き
る
地
域
の
一

大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
運
営
の
リ
ー
ダ
ー
も
数
年
前
か
ら
若
返

り
を
進
め
、
現
役
世
代
へ
徐
々
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

し
て
い
ま
す
。

地
域
安
全
へ
の
取
り
組
み

　
Ｊ
Ｒ
昭
島
駅
北
側
の
開
発
が
進
み
、
日
常
的
に

交
通
渋
滞
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
周
辺
道

路
の
交
差
点
に
あ
る
信
号
機
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な

ど
の
総
点
検
を
実
施
し
、
行
政
機
関
に
改
善
を
要

望
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
数
年
後
に
は
改
善
が

図
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
隣
接
す
る
元
ゴ
ル
フ
場
跡
地
で
大
型

物
流
施
設
の
建
設
計
画
が
進
む
中
、ス
ク
ー
ル
ゾ
ー

ン
の
安
全
対
策
や
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
な
ど
、
住

民
の
安
全
確
保
に
向
け
た
要
望
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

地
域
の
つ
な
が
り
を
育
む
取
り
組
み

　
男
性
の
地
域
デ
ビ
ュ
ー
の
場
と
し
て
、「
男
の
料

理
教
室
」を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
前
回

は
炊
き
出
し
訓
練
の
一
環
と
し
て
、
芋
煮
と
ア
ル

フ
ァ
米
を
使
っ
た
焼
き
お
に
ぎ
り
を
作
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
地
域
内
の
店
舗
会
周
辺
で
、
各
自
治

会
か
ら
炊
き
出
し
用
の
大
鍋
を
持
ち
寄
り
、「
芋
煮

大
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。多
く
の
住
民
が
参
加
し
、

世
代
を
超
え
た
交
流
の
場
と
し
て
、
大
い
に
喜
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
学
校
区
で
開
催
さ
れ
る
地
域
の
運
動

会
へ
の
協
力
や
、
小
学
校
の
登
校
時
の
見
守
り
活

動
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し
た
日

頃
の
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の
様
々
な
団
体
や
世

代
と
の
対
話
と
交
流
を
深
め
、
顔
の
見
え
る
関
係

づ
く
り
を
こ
れ
か
ら
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会「
ま
ち
づ
く
り
昭
島
北
」

�

委
員
長　
宮
田
次
朗
）

本協議会の総会時には、市長や教育長も参加い
ただき、行政・学校・周辺企業と共の活動で地
域全体のチームワークの向上につながっており

“人づくり”の確かな流れとなっている

まちづくり昭島北12年の歩み→

ハイツまつりでは、炊き出し訓練の一環で中学生がカ
レーを調理し中学生の店で販売している
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